
区分 番号 詳細

基準 公式チャットテンプレート

微小な境界変更 テンプレート境界に空白を1文字追加

roleと本文の間の改行を削除

境界マーカーの欠落 userターン末尾の終了マーカーを削除

最終assistant応答の開始マーカを削除

大きな実装ミス テンプレートを使わない

別モデル用のテンプレート（Mistral）を適用
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概要
• 大規模言語モデルの性能評価では，
固有の会話形式へ変換するためにチャット
テンプレートが用いられる

• テンプレートの違いが評価に与える影響を調べる

→ モデルに複数のテンプレートを適用し評価

• 小さな実装ミスが性能低下を引き起こすことを示唆

• 想定されるチャットテンプレートはモデルごとに異なる

• テンプレートの小さな実装ミスでもモデルの挙動が変わる

→ 評価結果に影響する可能性がある

• チャットテンプレート実装におけるよくある間違いを計6パターン再現

• 公式チャットテンプレート適用時との Accuracyの変化 を調査

例:

• 評価設定

1. MMLU ：4択知識問題（5-shot，14,042問）

2. IFEval ：指示追従能力を評価する自由生成問題（0-shot, 541問）

• 小さなテンプレート実装ミスでも性能が大きく低下する場合がある

• モデルによって異なる結果が得られる

• 今後はこのような性能低下の要因についてより正確に分析したい

結論・考察
考察

学習時の会話形式の違いがモデルの
感度差を生む可能性がある

チャットテンプレートの差異がLLMの
性能評価に与える影響の統計的分析
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MMLU

• 空白・改行の変更（C1, C2）は最大-1.9 pp．の変化
→ 意味的に同じでも評価結果に影響する

• C4は全モデルで低下（最大-41.8 pp.）
→ 低下幅はモデルにより異なる

IFEval

• C4, C5, C6は全モデルで大幅に低下（最大-57.9 pp.）
→ 構造的な誤りに特に敏感

• MMLUとは異なる傾向の結果が得られた
→ 評価結果はタスク・モデルに大きく依存する
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